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 かなり冷え込んだ 2月の軽井沢ですが、3月になるとまだまだ寒いも

のの春の気配がしてくるので、気分的には楽になります。沖縄では夏日

のニュース、都心でも 20℃を超えるほどの暖かさ、軽井沢も一気に気温

が上がりましたが、再び最高気温が 1桁に落ち込

んで、やはり気を抜くことができません。 

 

 さて、全号からの流れで「年金手帳」を探した

話です。いよいよ手続き開始ということになりま

したが、この手帳をどこにしまったか分からな

い。大抵は「大事なものはここ」というようにし

ているのですが、そのお菓子の缶の中にもない。

どこ行っちゃったんだろうかと必死で探しまし

た。 

 

 というのもこの 4月から微々たるものではあり

ますが年金を受け取ることになり、まずは日本年

金機構から通知が、続いて近くの信用金庫から連絡が来て年金番号を調

べなければならなくなったのです。年金なんてまだまだ先の事と思って

いましたが、あっという間に目前です。 

 

 仕事を終えて自宅内を捜索、もしかしたら、と翌日事務所内を捜索。

すると以前探していた別のものが、あ、こんなところに！ と見つかった

りして嬉しい反面、年金手続きは暗礁に乗り上げたままです。 

 

 母が召されて、東京の実家を賃貸にするためかなりの家財を足元を見

られて法外な値段で「遺産整理」してもらいましたが、捨てきれないも

のは軽井沢に移動。その後娘たちが暮らし始めて少し家財が増え、趣味

のプラモデルの在庫も増え、6畳 2間の借家は「整理整頓されていない

倉庫」と化しています。 

 

 断捨離という事が言われますが、私の場合はとても「物を捨てる」と

いう気が起こりません。昔、祖母に育てられて物を大切にしなさいとい

う教えが染みついている私にとっては、捨てるという事がもったいない

と言うか、罪悪感に繋がります。小学生の頃、何かを探して、例えばボ

ールとしましょう、母から「ボールの方もきっと御主人様～早く見つけ

てよ～、って泣いてるよ」などと言われたことがあるので、探す対象は

既に魂を持っている、という感覚が頭から離れません。 

 

 何かを自宅に持ち込んだら、その容積と同じ分量のものを外に出せば

物の量は一定だという事は頭では分かっているのですが、いつの間にか

物は増えて行きます。この「いつの間にか」というのが不思議です。 

 

 2年前に私が常勤職員から非常勤職員になって、

すぐに信用金庫から「年金の振り込みはぜひ当店

へ」というお誘いがきたので、すぐに手続きをして

いて、今回もいろいろご心配をおかけしながら、日

本年金機構から届いた手続きの書類も書き方を指導

してくださいました。で、あとは年金番号をお伝え

するだけという状況になりました。 

 

 インターネットで調べると、年金手帳は 4月以降

発行されなくなるので、手帳の再発行はもうなくな

るらしい。だったら番号だけ教えてもらうことはで

きるんだろうか? 

 

 「事業主の東京本部から高齢者雇用関係の書類の

やり取りをされていると思うのですが、それをご確認いただけると番号

が分かりますよ」という信用金庫からのアドバイスで、すぐに本部に問

い合わせたところ、半日ほどで回答が返ってきました。すぐに信用金庫

に出向いて番号を書き込んで、無事手続き終了。来月から通帳に 2カ月

に 1回の振り込みが実行されることになりました。まぁ最初の数年は雀

の涙ほど。65歳を迎えるとそれなりに、とはいうものの少額ですが手元

に入るという事になります。 

 

 「求めなさい。そうすれば、与えられる。探しなさい。そうすれば、

見つかる。門をたたきなさい。そうすれば、開かれる。だれでも、求め

る者は受け、探す者は見つけ、門をたたく者には開かれる。」(マタイ

7:7-8)と書かれていますが、私が与えられたのはもっと普段から整理整

頓しなさいという事でした。 

 

 次回は現在起こっているロシア・ウクライナの戦争について思うこと

を書こうかと思います。  (軽井沢に住むルーテル教会員・宇野 仰) 


